
A4 チラシ（表 4色印刷）

アクセス：JR高円寺北口を出て右手、線路沿いにまっすぐ一本道を約５分
演劇界でも話題の建物です。中央線の高円寺とは、西の下町。
純情商店街でも阿波踊りでも知られた高円寺は、
新宿からJR中央線快速で６分、総武中央線で10分

入場料前売り券 2,800円　当日券 3,000円　学生 2,000円
申込先幸田弘子の会：電話 03-3655-2705（10時～６時、土・日・祝休）
チケット代金振込先

みずほ銀行阿佐谷支店 普通 0703772 コウダヒロコノカイ
チケットは「座・高円寺」でも取り扱います。

主催：幸田弘子の会　後援：中原中也記念館

幸田弘子×物語屋×フルート
 （中川哲雄） （福島明佳）
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詩とエピソードでつづる、中也の一生。
生きる答え、ここに在り !

懐かしくて、いつまでも新しい、中原中也。
日本の現代詩の最高峰 ……
生き辛さ、純粋さゆえの狂気、
天才のほとばしる魂の詩を、

幸田弘子の渾身の朗読でお楽しみください。
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A4 チラシ（裏 1色印刷）
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中原中也 
幸田弘子が読む

中
原
中
也

明
治
四
〇
年（一
九
〇
七
年
）四
月

二
九
日
、山
口
市
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
一
二
年（一
九
三
七
年
）一〇

月
二
二
日
、鎌
倉
で
病
没
。　

山
口
で
育
っ
た
中
也
は
、広
島
、

金
沢
、京
都
な
ど
を
経
た
の
ち
、

大
正一四
年（一九
二
五
年
）恋
人・

長
谷
川
泰
子
と
と
も
に
上
京
。

高
円
寺
で
暮
ら
し
た一年
間
は
、

泰
子
と
の
別
れ
、小
林
秀
雄
と

の
出
会
い
と
葛
藤
な
ど
、中
也

の
人
生
の
一
大
転
機
と
な
っ
た
。

昭
和
八
年（一
九
三
三
年
）、遠
縁

に
あ
た
る
上
野
孝
子
と
結
婚
。

翌
年
、長
男・文
也
が
生
ま
れ
る

が
、そ
の
愛
息
は
二
年
後
に
死
去
。

中
也
の
傑
出
し
た
文
章
能
力
は

幼
い
こ
ろ
か
ら
現
れ
て
い
た
。昭

和
九
年（一
九
三
四
年
）、東
京
で
詩

集『
山
羊
の
歌
』を
出
版
。『
ラ

ン
ボ
オ
詩
集
』を
翻
訳
す
る
な
ど
、

フ
ラ
ンス
の
詩
人
の
紹
介
に
も
つ

と
め
た
。生
前
ま
と
め
て
い
た

詩
集『
在
り
し
日
の
歌
』は
、彼

の
死
の
翌
年
、小
林
秀
雄
に
よ
っ

て
出
版
さ
れ
た
。

幸
田
弘
子（
こ
う
だ
ひ
ろ
こ
）　

朗
読

東
京
生
ま
れ
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
京
放
送
劇

団
に
入
団
、放
送・舞
台
な
ど
で
活
躍
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
の
名
作「
雲
の
じ
ゅ

う
た
ん
」の
準
主
役
や
、舞
台「
オ
ン

デ
ィ
ー
ヌ
」の
ヒ
ロ
イ
ン
を
演
じ
る
。

一
九
七
七
年
か
ら
毎
年「
幸
田
弘
子

の
会
」を
開
く
。以
降
、樋
口
一
葉
を

中
心
に「
源
氏
物
語
」や
鏡
花
、鴎
外
、

漱
石
、賢
治
、コ
ク
ト
ー
、サ
ン
テ
グ

ジ
ュペ
リ
、ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
な
ど
、

古
典
か
ら
現
代
ま
で
、東
西
の
幅
広

い
名
作
を
朗
読
。日
本
経
済
新
聞
で

「
朗
読
家
ベ
ス
ト
ワ
ン
」に
選
出
。井

上
ひ
さ
し
や
辻
邦
生
ら
、名
作
家
た

ち
が「
幸
田
弘
子
を
聴
け
！
」と
称

賛
し
つ
づ
け
て
き
た
。「
読
ん
で
わ
か

ら
な
い
古
典
や
純
文
学
で
す
ら
、幸

田
弘
子
が
朗
読
す
る
と
心
の
底
か
ら

理
解・共
感
で
き
る
」と
い
う
の
が
、

そ
の
趣
旨
。「
舞
台
朗
読
」と
い
う
新

し
い
分
野
を
確
立
し
た
功
績
と
し
て
、

一
九
八
一、八
二
、八
四
年
と
続
け
て

芸
術
祭
優
秀
賞
を
受
賞
。八
四
年
度

芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
受
賞
。九
五

年
毎
日
芸
術
賞
、九
六
年
紫
綬
褒
章
、

二
〇
〇
三
年
旭
日
小
綬
章
受
賞
。朗

読
Ｃ
Ｄ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
多
数
。著
書
に

『
朗
読
の
楽
し
み
』〈
光
文
社
〉。

福
島
明
佳（
ふ
く
し
ま
さ
や
か
）　

フル
ー
ト

東
京
音
楽
大
学
附
属
高
等
学
校
を
経

て
、東
京
音
楽
大
学
器
楽
部
フ
ル
ー

ト
科
に
特
待
生
と
し
て
入
学
、卒
業
。

在
学
中
、大
学
推
薦
に
よ
り
米
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
州
立
大
学
音
楽
学
部
に
短

期
留
学
。大
学
卒
業
後
は
、ア
レ
ク
サ

ン
ダ
ー・コ
ル
ニエ
フ
氏
（fl）
や
イ
リ
ー

ナ・メ
ジ
ュ
ー
エ
ワ
氏
（pf）
な
ど
、海
外

の
音
楽
家
と
各
地
で
共
演
を
重
ね
て

い
る
。定
期
的
に
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
を

行
う
。

二
〇
〇
八
年
か
ら
幸
田
弘
子
氏
の
舞

台
に
て
音
楽
サ
ポ
ー
ト
を
務
め
る
。

『
源
氏
物
語
』や『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

な
ど
様
々
な
朗
読
に
自
作
の
音
楽
を

つ
け
、東
京
紀
尾
井
ホ
ー
ル
、軽
井
沢

大
賀
ホ
ー
ル
、山
口
市
等
、各
地
の
公

演
に
出
演
し
て
い
る
。ス
ガ
ナ
ミ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ロ
ン
品
川
フ
ル
ー
ト

講
師
。

物
語
屋（
も
の
が
た
り
や
＝
中
川
哲
雄
）

語
り
、そ
し
て
中
原
中
也
役
。

二
〇
〇
〇
年
、シ
ナ
リ
オ『
ト
ラ
フ
ィッ

ク
ガ
ー
ド
マ
ン
』で
マ
ン
ガ
ム
ー
ビ
ー

賞
入
選
。二
〇
〇
三
年
、小
説『
知
り

た
い
果
て
知
ら
な
い
終
わ
り
』（
文
芸

社
）上
梓
。

二
〇
〇
六
年　
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
と
し

て
率
い
て
き
たthe solid chocolates 

を
脱
退
。〝
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
〞〝
文
字
〞

〝
音
楽
〞を
敢
え
て
使
わ
な
い〝
も
の

が
た
り
〞の
世
界
へ
。故
櫻
井
美
紀
氏

（
語
り
手
た
ち
の
会
初
代
理
事
長
）の
知
遇

を
得
、古
今
東
西
、有
名
ど
こ
ろ
か
ら

無
名
匿
名
の
お
話
ま
で
、要
望
に
応

じ
て
長
短
さ
ま
ざ
ま
な〝
も
の
が
た

り
〞に
し
て
語
り
は
じ
め
る
。

二
〇一〇
年
、杉
並
区
総
合
文
化
祭
出

演
。二
〇一一
年
、物
語
屋
開
業
。二

〇一二
年
、文
化
庁
芸
術
祭
参
加
公
演

〝
芸
術
の
語
り
〞出
演
。小
金
井
怪
談
、

小
金
井
昔
噺
、西
荻
ふ
し
ぎ
噺
、高

円
寺
怪
、そ
の
他
地
域
に
伝
わ
る
お

話
を「
も
の
が
た
り
」に
し
た
作
品・

出
演
多
数
。現
在
は
、特
に〝
猫
の
も

の
が
た
り
〞と〝
怖
い
も
の
が
た
り
〞

に
力
を
入
れ
、「
泉
の
物
語
会（
泉
鏡

花
＆
小
泉
八
雲
語
り
）」を
企
画
中
。

〝
も
の
が
た
り
教
室
〞講
師
。

出演者　 プロフィール


